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西
泠

せ

い

れ

い

印
社

い

ん

し

ゃ 
 

中
国
の
浙せ

っ

江

省

こ
う
し
ょ
う

、
杭

州

こ
う
し
ゅ
う

市し

の
西
湖

せ

い

こ

の
西
北
に
あ
る
孤
山

こ

ざ

ん

と
い
う
島
の
麓
に
あ
る
。 

 
西
泠
印
社
は
篆
刻
や
金
石
学
・
書
画
の
研
究
を
目
的
と
す
る
学
術
団
体
で
あ
り
、
文
物
の
収
蔵
や
、
展
示
と
鑑
賞
、
出
版
事
業
も

す
る
企
業
で
あ
り
、
社
内
に
は
庭
園
も
あ
る
。「
西
泠
橋
」
の
袂
に
あ
る
の
で
、「
西
泠
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。 

 

中
国
の
篆
刻
芸
術
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
。 

 

孤
山
に
は
、
宋
代
の
こ
ろ
か
ら
、
篆
刻
家
た
ち
が
集
ま
っ
て
、 

金
石
文
字
・
篆
刻
の
研
究
や
鑑
賞
会
を
催
し
た
と
い
う
。 

西
泠
地
域
は
、
昔
か
ら
優
れ
た
篆
刻
家
が
現
れ
た
特
別
な
場
所
で
あ
っ
た
。 

白
楽
天
が
造
っ
た
と
い
う
白
堤
の
北
端
に
西
湖
十
景
の
一
つ
で
あ
る
「
断
橋
残
雪
」
が
あ
る
。 

白
堤
の
南
端
に
十
景
の
一
つ
で
あ
る
「
平
湖
秋
月
」
が
あ
る
。
西
湖
は
お
月
見
の
名
所
で
あ
る
。 

蘇
軾

そ
し
ょ
く

ら
の
祠
を
過
ぎ
聖
因
寺

し
ょ
う
い
ん
じ

へ
。
聖
因
寺
の
額
は
雍
正
帝

よ
う
せ
い
て
い

の
書
。 

そ
の
隣
（
図
版
の
中
の
２
）
に
は
兪
曲

ゆ
き
ょ
く

園え
ん

が
主
催
し
た
「
詁こ

経け
い

精
舎

せ
い
し
ゃ

」
が
あ
っ
た
。 

こ
こ
は
呉
昌
碩
が
始
め
て
遊
学
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
湖
に
は
日
月
光
華
と
い
う
牌
楼

は
い
ろ
う

が
あ
る
。 

こ
こ
か
ら
西
湖
を
見
る
と
、
湖
心
亭
・
三
潭
印

さ
ん
た
ん
い
ん

月げ
つ

が
浮
か
ん
で
見
え
る
。
右
方
に
は
蘇
堤

そ

て

い

の
柳
。 

図
の
中
の
３
に
は
『
四
庫

し

こ

全
書

ぜ
ん
し
ょ

』
を
収
め
た
「
文
瀾
閣

ぶ
ん
ら
ん
か
く

」
が
あ
る
。 

こ
れ
は
、
太
平
天
国
の
乱
で
焼
か
れ
瓦
礫
と
な
っ
た
が
、
１
８
８
１
年
に
再
建
さ
れ
た
。 

 

４
は
、「
左
蒋

さ
し
ょ
う

二
公
祠
」。
朱
熹
ら
の
祠
を
過
ぎ
広
化
寺
か
ら
兪
楼
へ
。
兪
楼

ゆ

ろ

う

に
は
彭
玉
麟

ほ
う
ぎ
ょ
く
り
ん

の
梅
花
図
の
石
刻
が
回
廊
に
立
つ
。 

５
は
「
広
化
寺

こ

う

か

じ

」、
境
内
に
蘇
東
坡

そ

と

う

ば

が
欧
陽
脩

お
う
よ
う
し
ゅ
う

（
六
一
居
士
）
を
記
念
し
て
名
づ
け
た
「
六
一
泉
」
が
あ
る
。 

６
は
「
兪
楼

ゆ

ろ

う

」、
兪
曲
園
の
旧
友
や
弟
子
た
ち
が
兪
曲
園
を
尊
敬
し
て
築
い
た
も
の
。
洞
門
は
「
六
一
泉
」
に
通
じ
て
い
る
。 

 

７
は
「
西
泠
橋
」。
８
は
「
蘇そ

小
し
ょ
う

小
墓

し
ょ
う
ぼ

」、
蘇
小
小
は
南
朝
の
斉
の
歌
妓

か

ぎ

で
李
賀

り

が

の
詩
に
詠
わ
れ
て
い
る
。 

孤
山
路
は
、
西
泠
橋
で
終
わ
り
。
１
は
「
放
鶴
亭
」 

                  

西
泠
地
域
に
最
初
に
現
れ
た
偉
人
が
、
丁て

い

敬け
い

で
あ
る
。 

丁
敬
の
弟
子
の
中
で
優
れ
た
篆
刻
家
８
人
の
こ
と
を
「
西
泠
八
家

せ
い
れ
い
は
ち
か

」
と
呼
ん
で
い
る
。 

「
西
泠
八
家
」
は
、

蒋
し
ょ
う

仁じ
ん

・
黄
易

こ
う
え
き

・
奚け

い

岡こ
う

・
陳
豫

ち

ん

よ

鐘
し
ょ
う

・
陳ち

ん

鴻こ
う

壽じ
ゅ

・
趙
之

ち
ょ
う
し

琛た
ん

・
銭せ

ん

松
し
ょ
う

。 

 

丁敬 太湖の周辺 

杭州西湖（1904 年頃） 

「
西
湖
十
景
」 

断
橋
残
雪 

平
湖
秋
月 

柳
浪
聞
鴬 

三
潭
印
月 

曲
院
風
荷 

蘇
堤
春
暁 

南
屏

な
ん
へ
い

晩
鐘 

双
峰
挿
雲 

雪
峰
夕
照 

花
港
観
魚 
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正門の題字（沙孟海書） 

（ 

葉銘 

柏堂 

               

今
は
、
孤
山
路
に
面
し
た
南
側
の
外
門
が
正
門
だ
が
、
昔
は
北
門
が
正
門
だ
っ
た
。 

正
門
は
西
泠
印
社
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
。
門
の
題
字
は
沙
孟
海
の
書
だ
が
、 

以
前
は
呉
昌
碩
の
書
だ
っ
た
。
正
門
か
ら
中
に
入
っ
て
み
よ
う
。 

            

正
門
を
入
っ
て
左
側
に
蓮
泉
が
あ
る
。
蓮
泉
の
左
奥
に
竹
閣
が
あ
る
。 

竹
閣
の
中
に
は
篆
刻
作
品
が
あ
る
。
蓮
泉
の
北
に
柏
堂
が
あ
る
。
創
建
は
宋
代
で
、 

１
８
７
６
年
に
再
建
さ
れ
た
。 

         

西泠印社見取り図 

正門 孤山路側にある 

王禔 

 

１
９
０
４
年
（
光こ

う

緒ち
ょ

30
） 

丁て
い

仁じ
ん

・
王
禔

お

う

し

・
葉

し
ょ
う

銘め
い

・
呉
隠

ご

い

ん

ら
４
人
の
青
年
篆
刻
家
た
ち

が
、
篆
刻
の
振
興
と
研
究
の
た

め
、
孤
山
の
麓
に
土
地
を
手
に

入
れ
、
会
社
を
つ
く
っ
た
の

が
、
西
泠
印
社
の
始
ま
り
で
あ

る
。 丁

仁
は
先
祖
か
ら
受
け
継

い
だ
、
孤
山
の
広
い
土
地
を
寄

贈
し
た
。 

１
９
０
５
年
、
最
初
の
建
物

で
あ
る

仰
ぎ
ょ
う

賢
亭

け
ん
て
い

が
完
成
し

た
。
以
後
10
年
ほ
ど
か
け
て
、

次
つ
ぎ
と
施
設
が
建
て
ら
れ
、

整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。 

１
９
１
３
年
（
民
国
２
） 

正
式
に
結
社
さ
れ
「
西
泠
印

社
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。 

初
代
社
長
に
呉
昌
碩

ご
し
ょ
う
せ
き

が
選

ば

れ

た

。

日

本

か

ら

は

河
井
荃
廬

か

わ

い

せ

ん

ろ

と
長
尾

な

が

お

雨
山

う

ざ

ん

が
社

員
に
な
っ
て
い
る
。 

毎
年
、
春
と
秋
に
集
会
を
開

催
し
、
書
、
画
、
印
な
ど
の
研

究
会
が
開
か
れ
た
。 

 

呉隠 丁仁 

竹閣 

堂内 

額「柏堂」は兪曲園の隷書。 

聯は高豊と沙孟海の隷書。 

正面額：「西泠印社」 呉昌碩の書 

呉昌碩 
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山川雨露図書室 

仰賢亭の外壁に嵌め込ま

れている「社記」 

中央は王禔の書、張景星撰。 

左右の 4 石は呉昌碩の撰書。 

石交亭 

「石交」とは金石の交わりのこと。 

石刻壁：ギャラリーになっている。 

石坊 

宝印山房 

仰賢亭の出口 

 

宝印山房 

柏
堂
の
東
、
正
門
を
入
っ
て
右
手
に
石
刻
壁
が
あ
る
。
回
廊
に
な
っ
て
い
る
。
鄧
石
如
や
呉
昌
碩
の
書
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
。 

石
刻
壁
の
北
を
左
に
行
く
と
、
石
坊
が
あ
る
。
こ
れ
は
１
９
２
４
年
に
、
西
泠
印
社
創
立
20
周
年
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
。 

石
坊
の
先
に
石
交
亭
が
あ
る
。
こ
れ
は
１
９
１
２
年
に
建
立
さ
れ
た
が
、
近
年
再
建
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。 

            

石
交
亭
の
先
に
山
川
雨
露
図
書
室
が
あ
る
。
こ
れ
は
１
９
１
２
年
に
建
て
ら
れ
た
。
図
書
室
の
右
隣
に
拱

門

き
ょ
う
も
ん

を
は
さ
ん
で
、
仰

ぎ
ょ
う

賢
亭

け
ん
て
い

が
あ
る
。
こ
こ
は
、
西
泠
印
社
の
中
心
で
あ
る
。 

             

仰
賢
亭
か
ら
出
て
、
曲
廊
を
抜
け
る
と
、
宝
印
山
房
が
あ
る
。
こ
れ
は
１
９
１
２
年
に
建
立
さ
れ
、
１
９
７
７
年
に
再
建
さ
れ
た
。 

           

仰賢亭の内部にある石圓卓の側面 

この石卓は、1910 年に、西泠印社の創始者

4 人の共作で、丁敬像に捧げられたもの。 

 丁仁が文、王禔が篆書で書き、呉隠が刻し、

葉銘が制作を監修した。 

仰賢亭の内部 

中央に羅聘
ら へ い

画の丁敬像

刻石が祠られ、両側の壁

に、印人画像刻石が嵌め

込まれている。 

宝印山房の入口 

今は外国人相手の売店になっているが、本

来は先輩や故社友を祠るための儀式の場

所として建てられた。 

額「寶印山房」は趙之タンの書。 

聯は清道人の書 
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小龍泓洞の出口の錦帯橋 

錦帯橋の東には閑泉がある。 

左から、鄧石如像と小龍泓洞と缶龕と錦帯橋 

缶龕 

朝倉文夫が呉昌碩頭像を制作し贈

呈したので、1921 年にこの龕がつく

られた。 

内壁の聯は王一亭の書。 

台座下の銘は像の背に彫られてい

た呉昌碩の自賛を復元したもの。その

下に沈曽植
しんそうしょく

の缶
ふ

公
こう

像賛と缶廬上寿記
ふろじょうじゅき

并
ならびに

詩
し

が彫られている。 

小龍泓洞 縁起 

葉銘の撰書。開通褒斜道刻石の文章を手本にしたと述べている。 

涼堂 

文泉の前の庭 

鴻雪径 

小龍泓洞内の呉昌碩画観音像 

宝
印
山
房
の
東
に
数
峰
閣
趾
が
あ
る
。
印
社
発
創
の
地
と
い
わ
れ
る
。 

仰
賢
亭
と
図
書
室
の
間
に
あ
る
拱
門
を
抜
け
、
分
か
れ
道
を
右
に
登
り
、
印
泉
を
見
て
、
鴻
雪
径

こ
う
せ
つ
け
い

を
進
む
と
印
蔵
が
あ
る
。
さ
ら
に

進
む
と
涼
堂
に
突
き
当
た
る
。
突
き
当
り
を
左
に
登
る
と
文
泉
の
前
の
庭
に
着
く
。
左
側
に
は
剔
蘚
亭

て
き
せ
ん
て
い

が
あ
る
。
さ
ら
に
登
る
と
、 

四
照
閣
が
あ
る
。 

        

文
泉
の
向
こ
う
に
小
龍
泓
洞
が
あ
る
。
小
龍
泓
洞
の
左
に
鄧
石
如
像
、
右
に
缶
龕

ふ

が

ん

が
あ
る
。 

小
龍
泓
洞
は
１
９
２
３
年
、
丁
仁
の
出
資
で
掘
ら
れ
た
。
葉
銘
が
縁
起
を
書
い
て
い
る
。
鄧
石
如
像
も
丁
仁
の
出
資
で
作
ら
れ
た
。

こ
の
像
は
文
化
大
革
命
の
と
き
に
失
わ
れ
た
が
、
１
９
７
８
年
に
再
建
さ
れ
た
。「
龍
泓
」
と
は
丁
敬
の
号
で
あ
る
。 
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華厳経塔 

11 層からなる塔。 

上 8 層には仏像が彫られ

ている。 

その下 2 層には金農の金

剛経が刻されている。 

その下 1 層に華厳経を刻

し、台座には 18 横真像と出

資者名が記されている。 

西泠印社の頂上にあるこ

の塔は、１９２４年に建立

された。 

西湖のどこからでも見え

る、シンボル的存在である。 

「三老諱字忌日記」拓本部分 

漢三老石室の内部 

 

題襟館と鶴廬 

題襟館は 1915 年の建立。別名「隠閒楼」。 

上海にある呉昌碩を中心とする題襟館書画会の出

資で建てられたので、この名がついた。 

 鶴廬は題襟館の北側にある。1923 年に丁仁が建て

たもの。鶴廬は丁仁の号。 

漢三老石室 

「三老諱
さんろうき

字忌
じ き

日記
じ つ き

」を保管す

るために建てられた。 

１９２２年に建造。 

この碑は、「漢三老碑」とも

呼ばれ、後漢の建武 28 年（西

暦 52 年）の建碑で全文 217

字の古隷碑。 

 三老とは漢代の官制で、文

化を司る役人のこと。 

 正面題字は馮煦
ふ う く

。 

聯は張釣衡と黄葆戊。側面の

聯は朱景彝。 

裏の聯は童大年。 

三老諱
さんろうき

字忌
じ き

日記
じつき

 

題襟館入口の外： 趙之謙と呉昌碩
の画像がある。 

室内の左側の壁に、題襟館の

縁起と出資者名を記した隠閒

楼記が嵌めこまれている。長尾

甲（雨山）の名も見える。 

 額は金爾珍、聯は陶在寛の

書。西側の隠閒の二字額は

鄭孝胥
ていこうしょ

の書。 

「
呉
昌
碩
・
日
下
部
鳴

く

さ

か

べ

め

い

鶴か
く 

結
友
百
年

銘
誌
」
碑
が
あ
る
。
日
下
部
鳴
鶴
は
「
明

治
の
三
筆
」
の
一
人
。 

漢三老石室の内部 

 

あ 

鶴廬と北門 

小龍泓洞のトンネ

ルをぬけ、右に曲が

ると、鶴廬の下に北

門がある。北門を出

ると孤山の北側にな

り、裏西湖に臨む。 

閑
泉
の
東
を
上
に
登
れ
ば
、
題
襟
館
と
鶴
廬
が
あ
る
。 

             

文
泉
の
背
後
に
華
厳
経
塔
が
あ
る
。
文
泉
の
西
側
に
は
漢
三
老
石
室
が
あ
る
。 
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右は「呉昌碩・胸

像の縁起碑」 

 

題字は西川寧。 

撰文は中村哲。 

書は柳田泰雲。 

観楽楼 1 階 

1 階には西安雄制作の呉昌碩
の胸像がある。1980 年制作。 

額は沙
さ

孟
もう

海
かい

・王个簃
お う か い

の書。聯

は諸楽
しゃらく

三
さん

。 

還樸精廬 

1919 年に建立された。 

西泠印社の西端にあり、蘇堤が眼下に

見える 

遯庵 

遯庵は呉隠の号。呉隠は先祖を祀

るために、1915 年、これを建てた。 

額は呉昌碩の書。聯は張祖翼・朱

景彝の書。 

 

観楽楼 

1920 年（民国９）呉善慶の出資で建立。 

楼の入口に、縁起を記した印社新建観

楽楼碑がある。 

 呉昌碩は動乱を避けて、1927 年の春

から秋にかけ、上海からこの楼上に疎開

した。 

 1959 年から、ここは呉昌碩記念室と

なり、呉昌碩が使った机などが保存さ

れ、作品が陳列されている。 

潜泉と潜泉記 

遯庵の背後の泉を潜泉と名付け、

岩壁に潜泉記を刻した。 

 潜泉印泥の名はこれによる。 

丁敬像 

1921 年、丁仁に

よって建てられ

たが、文化大革命

中に失われ、1978

年に再建された。 

還樸精廬の額        呉昌碩の書。 

 

河井荃廬 日下部鳴鶴 長尾雨山 

漢
三
老
石
室
の
左
に
丁
敬
像
が
あ
り
、
北
側
に
観か

ん

楽
楼

ら
く
ろ
う

が
あ
る
。 

           

観
楽
楼
を
西
に
行
く
と
遯と

ん

庵あ
ん

が
あ
る
。 

          

遯
庵
を
南
に
行
く
と
、
鑑
亭
と
還
樸
精
廬
が
あ
る
。 

           

西
泠
印
社
は
１
９
２
３
年
に
創
立
２
０
周
年
、
１
９
３
３
年
に
創
立
３
０
周
年
の
大
展
覧
会
を
開
催
し
た
が
、 

１
９
３
７
年
（
民
国
26
）
日
本
軍
の
杭
州
占
領
に
よ
り
活
動
を
休
止
し
た
。
第
２
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
と
再
興
さ
れ
た
が
、 

１
９
４
９
年
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
す
る
と
、
西
泠
印
社
は
杭
州
市
に
没
収
さ
れ
、
ま
た
活
動
を
休
止
し
た
。 

１
９
５
７
年
こ
ろ
か
ら
活
動
を
再
開
し
、
１
９
６
３
年
に
は
創
立
６
０
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
っ
た
が
、 

１
９
６
６
年
文
化
大
革
命
が
始
ま
る
と
、
西
泠
印
社
は
標
的
と
な
り
、
破
壊
さ
れ
、
再
び
活
動
を
休
止
し
た
。 

１
０
７
６
年
文
化
大
革
命
が
終
る
と
、
ま
た
、
書
道
関
係
の
出
版
社
と
し
て
再
興
さ
れ
た
。 

１
９
８
８
年
日
本
初
の
西
泠
印
社
展
が
開
催
さ
れ
た
。 

現
在
、
学
術
団
体
と
し
て
、
ま
た
、
印
・
書
道
用
具
の
販
売
、
書
道
関
連
書
籍
の
出
版
・
販
売
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。 
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トロツキー 

 

宋教仁 

 

胡適 

 

周恩来 

 

蒋介石 

 

スターリン 

 

レーニン 

 

孫文 

 

毛沢東 

 

魯迅 

 

袁世凱 

 

西
泠
印
社
は
４
人
の
青
年
た
ち
に
よ
っ
て
、
１
９
０
４
年
に
計
画
さ
れ
た
が
、
そ
の
頃
、
世
界
は
、
人
類
が
、
か
つ
て
経
験
し
た

事
の
な
い
破
局
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
い
た
。 

清
国
は
ア
ヘ
ン
戦
争
に
つ
づ
く
太
平
天
国
の
乱
と
、
帝
国
主
義
列
強
の
侵
略
と
内
乱
に
よ
り
、
滅
亡
へ
と
坂
道
を
転
が
っ
て
い
た
。 

日
本
は
、
明
治
維
新
の
後
、
急
速
に
近
代
化
し
、
欧
米
列
強
に
伍
し
て
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
侵
略
を
開
始
。

日
清
戦
争
の
勝
利
で
、
台
湾
を
占
領
し
た
。 

帝
国
主
義
列
強
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
を
ほ
ぼ
分
割
し
終
え
て
、
そ
の
矛
先
を
中
国
へ
と
一
斉
に
向
け
た
。
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、

日
本
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
利
権
争
奪
戦
が
始
ま
っ
た
。 

中
国
で
も
近
代
化
に
向
け
て
、
孫
文
ら
青
年
知
識
人
た
ち
が
活
動
を
始
め
て
い
た
が
、
つ
い
に
、
中
国
民
衆

の
怒
り
も
頂
点
に
達
し
、
義
和
団
運
動
が
北
中
国
一
帯
で
頻
発
し
た
。
こ
の
運
動
は
義
和
団
戦
争
に
発
展
し
、

１
９
０
０
年
に
欧
米
列
強
と
日
本
に
よ
り
鎮
圧
さ
れ
た
。
以
後
、
清
国
は
列
強
の
管
理
下
に
お
か
れ
た
。 

１
９
１
１
年
、
辛
亥
革
命
、
清
国
滅
亡
。
１
９
１
２
年
、
中
華
民
国
臨
時
大
総
統
に
孫
文
が
就
任
す
る
が
、

孫
文
と
の
密
約
に
よ
り
、
数
ヵ
月
後
、
袁
世
凱
が
臨
時
大
総
統
に
就
任
し
た
。
議
員
内
閣
制
を
唱
え
た
宋
教
仁

は
袁
世
凱
に
暗
殺
さ
れ
、
孫
文
は
日
本
へ
亡
命
、
袁
世
凱
は
正
式
に
総
統
に
就
任
し
た
。

１
９
１
４
年
７
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
。 

１
９
１
５
年
、
欧
米
の
民
主
主
義
思
想
に
あ
こ
が
れ
た
陳
独
秀
は
『
新
青
年
』
を
上

海
で
創
刊
し
た
。
ま
た
胡
適
ら
が
「
文
学
革
命
」
を
提
唱
し
、
文
学
革
命
運
動
が
起
こ
っ

た
。 １

９
１
６
年
、
袁
世
凱
は
皇
帝
に
即
位
し
帝
政
を
復
活
さ
せ
た
が
、
数
ヵ
月
後
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
。 

以
後
十
年
余
り
中
国
は
軍
閥
割
拠
の
時
代
と
な
っ
た
。 

１
９
１
７
年
11
月
、
レ
ー
ニ
ン
、
ス
タ
ー
リ
ン
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
ら
の
指
導
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
革
命
が
起
こ
っ
た
。 

１
９
１
８
年
11
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
了
。 

１
９
１
９
年
以
後
、
ド
イ
ツ
、
中
国
、
日
本
と
共
産
党
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
。 

大
戦
終
了
後
、
連
合
国
が
日
本
の
山
東
省
の
権
益
を
認
め
る
決
議
を
し
た
た
め
、 

民
主
主
義
国
の
欺
瞞
に
失
望
し
た
中
国
の
青
年
た
ち
は
、
社
会
主
義
運
動
に
活
路
を
見
出
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
と
結
集
し
た
。 

１
９
１
８
年
４
月
、
毛
沢
東
は
長
沙
で
新
民
学
会
を
組
織
し
勤
工
倹
学
運
動
を
推
進
し
た
。
こ
の
運
動
で
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た

学
生
に
周
恩
来
や
鄧
小
平
が
い
る
。 

 

１
９
１
９
年
10
月
、
孫
文
は
中
国
革
命
党
を
中
国
国
民
党
に
改
組
し
、 

１
９
２
１
年
４
月
に
、
中
華
民
国
正
式
政
府
を
樹
立
し
、 

桂
林
で
北
伐
を
準
備
し
て
い
た
。 

 

中
国
共
産
党
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
導
で
１
９
２
０
年
初
夏
ご
ろ
か
ら
、
陳
独
秀
と
李
大
釗
を
中
心
に
組
織
さ
れ
、
１
９
２
１
年

７
月
、
上
海
で
、
正
式
に
成
立
し
た
。
党
員
は
57
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
若
き
毛
沢
東
と
周
恩
来
が
い
る
。 

１
９
２
２
年
、
再
度
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
導
で
、
共
産
党
員
が
国
民
党
に
加
入
し
て
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
国
共
合
作
） 

１
９
２
５
年
３
月
、
孫
文
は
、「
革
命
い
ま
だ
成
功
せ
ず
」
と
述
べ
、
中
国
の
自
由
と
平
等
の
実
現
を
求
め
た
国
民
党
へ
の
遺
書
と
、

ソ
連
あ
て
の
書
簡
を
残
し
て
、
北
京
で
死
ん
だ
。
孫
文
の
死
後
、
国
民
党
内
か
ら
共
産
党
員
排
除
の
動
き
が
激
化
し
て
き
た
。 

国
民
革
命
軍
の
第
一
軍
の
軍
長
だ
っ
た
蒋
介
石
の
目
的
は
、
国
民
革
命
軍
、
全
６
軍
の
掌
握
で
あ
っ
た
。 

１
９
２
６
年
３
月
、
蒋
介
石
は
反
左
派
・
反
共
ク
ー
デ
タ
を
お
こ
な
い
、
党
大
会
で
共
産
党
員
の
勢
力
を
制

限
す
る
案
を
可
決
さ
せ
た
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
も
蒋
介
石
を
支
持
し
、
共
産
党
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
方
針
に
従
わ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
蒋
介
石
は
国
民
革
命
軍
総
司
令
、
国
民
政
府
委
員
、
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
常
務
委

員
会
主
席
に
任
命
さ
れ
、
独
裁
的
権
力
を
手
に
入
れ
た
。
７
月
、
彼
は
北
伐
を
開
始
、
各
地
で
勝
利
し
た
。
こ
の
勝
利
は
民
衆
の
革

命
運
動
を
発
展
さ
せ
租
界
を
回
収
し
、
地
主
を
追
い
出
し
、
中
国
を
解
放
し
た
。
12
月
、
武
漢
政
府
成
立
。
１
９
２
７
年
４
月
、
南

京
政
府
成
立
。
左
右
の
対
立
が
激
化
し
て
ゆ
く
な
か
、
蒋
介
石
は
上
海
で
反
共
ク
ー
デ
タ
を
敢
行
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
は
国
民
党
を
支
持
し
た
が
、
第
一
次
国
共
合
作
は
終
結
し
た
。
１
９
２
８
年
６
月
、
北
伐
軍
が
北
京
を
占
領
し
、
北
伐
は

完
成
し
た
。 

張
作
霖
は
関
東
軍
に
よ
り
爆
殺
さ
れ
、
７
月
、
国
民
政
府
は
不
平
等
条
約
廃
棄
を
宣
言
し
、
張
学
良
は
国
民
政
府
に
合
流
し
た
。 
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朱徳 

 

ヒットラー 

 

中国の日本軍 １９３７年 

 

こ
の
よ
う
な
動
乱
の
時
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
西
泠
印
社
で
は
、
着
々
と
書
法
研
究
の
た
め
の
施
設
が
建
設
さ
れ
、
熱
心
な
篆
刻

家
た
ち
が
黙
黙
と
、
中
国
の
伝
統
を
守
り
育
て
て
い
た
の
で
あ
る
。
呉
昌
碩
は
あ
ら
ゆ
る
動
乱
を
国
民
革
命
の
せ
い
に
し
て
い
た
よ

う
だ
。
彼
は
政
治
や
世
間
に
、
う
と
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
作
品
に
は
、
民
国
に
な
っ
て
も
、
宣
統
の
年
号
を
用
い
て
い
る
。

彼
は
現
実
を
認
め
た
く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
西
泠
印
社
で
は
世
間
と
は
別
の
時
が
流
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

  

１
９
２
８
年
10
月
、
蒋
介
石
は
中
華
民
国
国
民
政
府
の
主
席
に
就
任
し
た
が
、
独
裁
に
反
対
す
る
各
派
と
の
抗
争
が
つ
づ
い
た
が
、

満
州
事
変
が
勃
発
し
、
一
時
休
戦
、
結
果
、
蒋
介
石
は
辞
任
し
た
が
、
す
ぐ
、
軍
事
委
員
会
委
員
長
と
し
て
復
帰
し
た
。 

 

１
９
２
７
年
11
月
、
共
産
党
は
国
民
党
の
旗
を
降
ろ
し
た
。
１
９
２
８
年
５
月
、
毛
沢
東
の
部
隊
は
朱
徳

の
部
隊
と
合
流
し
、
工
農
紅
軍
第
４
軍
と
称
し
た
。
１
９
３
１
年
９
月
、
満
洲
事
変
勃
発
。
11
月
、
江
西
省

瑞
金
に
中
華
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
臨
時
政
府
が
成
立
し
、
毛
沢
東
が
主
席
に
選
出
さ
れ
た
。
１
９
３
２
年
３
月
、

満
洲
国
建
国
宣
言
。
１
９
３
３
年
１
月
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
政
権
成
立
。
２
月
国
際
連
盟
は
満
洲
国
を
承
認
せ
ず
、 

日
本
は
国
際
連
盟
を
脱
退
し
た
。
国
民
政
府
は
中
華
ソ
ビ
エ
ト
政
権
に
対
し
て
包
囲
攻
撃
を
く
り
か
え
し
、

１
９
３
４
年
10
月
、
つ
い
に
中
華
ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
崩
壊
し
、
紅
軍
の
大
長
征
と
呼
ば
れ
る
逃
避
行
が
始
ま

っ
た
。 

１
９
３
５
年
７
月
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
を
打
ち
出
し
、
共
産
党
は
そ
の
指
令
に

従
い
、
蒋
介
石
も
い
や
い
や
な
が
ら
（
西
安
事
件
）、
日
本
の
侵
略
に
対
抗
す
る
た
め
、
１
９
３
７
年
９
月
、

第
２
次
国
共
合
作
が
な
り
、
内
戦
停
止
、
一
致
抗
日
で
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

同
年
７
月
、
盧
溝
橋
事
件
勃
発
、
12
月
、
日
本
軍
の
南
京
大
虐
殺
。 

１
９
３
９
年
９
月
、
ド
イ
ツ
軍
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
入
し
、
第
２
次
世
界
大
戦
が
開
始
さ
れ
た
。 

  

西
泠
印
社
は
１
９
３
７
年
（
民
国
26
）
日
本
軍
の
杭
州
占
領
に
よ
り
活
動
を
休
止
し
た
。 

周
り
が
火
の
海
の
と
き
、
静
か
に
落
ち
つ
い
て
、
何
年
も
の
あ
い
だ
、
研
究
に
専
念
で
き
る
わ
け
が
な
い
。 

 

１
９
４
０
年
３
月
、
日
本
は
南
京
に
汪
兆
銘
政
権
を
樹
立
し
た
。
９
月
に
は
日
独
伊
三
国
同
盟
調
印
。 

１
９
４
１
年
12
月
、
国
民
政
府
は
、
日
独
伊
に
宣
戦
布
告
。
12
月
８
日
、
日
本
の
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
開
始
。 

１
９
４
３
年
２
月
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
ド
イ
ツ
軍
が
降
伏
。
11
月
、
米
・
英
・
中
カ
イ
ロ
会
談
。 

１
９
４
５
年
８
月
14
日
、「
終
戦
の
詔
勅
」
で
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
こ
と
を
述
べ
、
15
日
、
日
本
は
無
条
件
降
伏
し
た
。 

日
本
で
は
８
月
15
日
を
「
終
戦
記
念
日
」
と
す
る
が
、
こ
の
日
を
大
韓
民
国
で
は
「
光こ

う

復ふ
く

節せ
つ

」、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
で
は

「
祖
国
解
放
記
念
日
」
と
す
る
。
中
華
人
民
共
和
国
で
は
、
８
月
15
日
で
は
な
く
、
日
本
代
表
が
降
伏
文
書
に
調
印
し
た
９
月
２
日

の
翌
日
の
９
月
３
日
を
「
抗
日
戦
争
勝
利
記
念
日
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
戦
争
で
の
日
本
人
戦
没
者
は
３
１
０
万
人
だ
が
、
数
知

れ
ぬ
ア
ジ
ア
の
戦
没
者
が
い
た
。
中
国
で
は
、
１
９
３
７
～
４
５
年
の
間
だ
け
で
も
、
日
本
と
の
戦
い
で
１
０
０
０
万
～
２
１
０
０

万
余
人
が
死
傷
、
１
０
０
０
万
余
人
が
虐
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
日
本
軍
は
、
南
京
大
虐
殺
、
三
光
作
戦
、
毒
ガ
ス
作
戦
、
細
菌
戦
、

生
体
解
剖
、
従
軍
慰
安
婦
、
ア
ヘ
ン
の
栽
培
と
販
売
な
ど
、
悪
の
限
り
を
尽
く
し
て
い
る
。 

中
国
人
に
と
っ
て
、
抗
日
戦
争
の
勝
利
は
、
中
国
の
歴
史
上
、
記
念
す
べ
き
出
来
事
だ
っ
た
。
そ
の
わ
け
は
、
中
華
民
族
が
一
体

と
な
っ
て
侵
略
者
に
勝
利
し
た
こ
と
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
来
の
反
侵
略
戦
争
で
は
じ
め
て
完
全
に
勝
利
し
た
戦
争
で
あ
っ
た
こ
と
、
世

界
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
の
た
め
の
条
件
が
準
備
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

  

第
２
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
、
西
泠
印
社
は
再
興
さ
れ
た
。 

  

日
本
が
降
伏
し
、
戦
争
が
終
っ
た
の
で
、
中
国
の
多
く
の
人
び
と
は
、
平
和
的
に
民
主
的
な
中
国
が
再
建
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い

た
が
、
し
か
し
、
１
９
４
６
年
６
月
、
国
民
党
10
万
が
中
原
解
放
区
へ
の
一
斉
攻
撃
を
開
始
、
全
面
内
戦
が
勃
発
し
た
。 
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中華人民共和国建国宣言 

 

大躍進運動 製鉄 劉少奇 

 

文化大革命 

 

林彪 

 

鄧小平 

 

ダライ・ラマ 

 

 

１
９
４
９
年
10
月
１
日
、
天
安
門
の
上
か
ら
、
毛
沢
東
は
、
30
万
の
群
衆
を
前
に
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
を
宣
言
し
た
。 

そ
の
時
、
毛
沢
東
は
58
歳
、
周
恩
来
は
51
歳
、
劉
少
奇
は
50
歳
、
朱
徳
は
62
歳
で
あ
っ
た
。 

28
年
前
の
、
上
海
で
の
共
産
党
創
立
大
会
に
参
加
し
た
の
は
毛
沢
東
だ
け
で
あ
っ
た
。 

28
年
前
、
57
名
で
始
ま
っ
た
中
国
共
産
党
が
中
華
民
国
に
替
わ
る
国
家
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

彼
ら
は
「
独
立
、
民
主
、
平
和
、
統
一
、
富
強
の
新
中
国
」
建
設
を
目
標
に
掲
げ
、 

諸
民
族
の
平
等
を
宣
言
し
た
。 

西
泠
印
社
は
、
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
す
る
と
、
杭
州
市
に
没
収
さ
れ
、
ま
た
活
動
を
休
止
し
た
。 

 

同
年
12
月
、
蒋
介
石
は
成
都
か
ら
台
北
へ
落
ち
の
び
た
。 

統
一
を
実
現
す
る
た
め
、
１
９
５
０
年
10
月
、
人
民
解
放
軍
は
チ
ベ
ッ
ト
に
進
駐
、
翌
年
５
月
、「
和
平
協
定
」
が
締
結
さ
れ
た
。 

中
国
は
、
漢
民
族
と
55
種
の
少
数
民
族
か
ら
な
る
多
民
族
国
家
で
あ
る
。
人
口
比
は
漢
族
92
％
に
対
し
少
民
族
は
８
％
ほ
ど
で
あ
る
。 

経
済
も
急
速
に
回
復
し
て
い
っ
た
。
１
９
５
６
年
、
生
産
手
段
の
公
有
化
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
。 

 

１
９
５
６
年
２
月
の
ソ
連
共
産
党
第
20
回
大
会
で
の
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
は
、
世
界
の
共
産
主
義
運
動
に
衝
撃

を
与
え
た
。
１
９
５
６
年
、
共
産
党
は
「
百
花

ひ
ゃ
っ
か

斉せ
い

放ほ
う

、
百
家
争
鳴

ひ
ゃ
っ
か
そ
う
め
い

」
の
方
針
を
提
起
し
、
知
識
人
の
社
会
主
義
建
設
へ
の
参
加
を
求

め
た
。
１
９
５
７
年
、
毛
沢
東
は
、
共
産
党
に
対
す
る
批
判
を
歓
迎
す
る
ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
。
そ
れ
を
真
に
う
け
た
民
主
諸
党
派
や

知
識
人
や
学
生
た
ち
が
徐
々
に
発
言
を
始
め
、
共
産
党
の
統
治
を
否
定
す
る
発
言
ま
で
現
れ
、
勢
い
を
増
し
て
い
っ
た
。
６
月
８
日
、

共
産
党
の
反
撃
が
始
ま
り
（
反
右
派
闘
争
）
、
知
識
人
や
民
主
諸
党
派
に
自
己
批
判
を
迫
っ
た
。
結
果
、
55
万
人
の
知
識
人
が
、
「
右

派
分
子
」
の
烙
印
を
押
さ
れ
、
社
会
的
地
位
を
奪
わ
れ
、
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
。
社
会
主
義
や
共
産
党
に
対
す
る
疑
問
や
批
判

は
、
弾
圧
や
処
分
の
対
象
と
さ
れ
た
。 

 

中
ソ
両
党
の
間
に
亀
裂
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
世
界
の
共
産
主
義
運
動
の
分
裂
へ
と
拡
大
さ
れ
た
。 

 

中
印
両
国
の
提
携
は
、
周
恩
来
と
ネ
ル
ー
の
働
き
で
、
新
興
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
団
結
の
象
徴
で
あ
っ
た
が
、 

１
９
５
９
年
３
月
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
ら
が
反
乱
を
起
し
、
失
敗
し
て
イ
ン
ド
に
亡
命
し
た
こ
と
で
、
中
印
国
境
紛
争
が
起
こ
っ
た
。 

こ
の
事
件
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
民
族
運
動
に
亀
裂
を
も
た
ら
し
た
。 

 

１
９
５
８
年
夏
、
米
英
を
追
い
越
す
こ
と
を
夢
見
て
、
大
躍
進
運
動
が
始
ま
っ
た
。 

 

１
９
５
９
年
４
月
、「
人
民
公
社
」
と
「
大
躍
進
」
政
策
の
失
敗
に
よ
り
、
国
家
主
席
の
地
位
を
追
わ
れ
、 

劉
少
奇

り
ゅ
う
し
ょ
う
き

が
代
わ
っ
た
。
大
躍
進
運
動
に
よ
る
死
者
は
、
二
千
万
人
か
ら
五
千
万
人
の
餓
死
者
を
出
し
た
。 

 

１
９
６
０
年
４
月
、
中
ソ
論
争
が
激
化
、
ソ
連
は
中
国
に
派
遣
し
て
い
た
技
術
者
を
引
き
揚
げ
、 

２
５
７
の
プ
ラ
ン
ト
契
約
を
破
棄
し
た
。
劉
少
奇
と
鄧
小
平
ら
は
、
経
済
再
建
を
す
る
た
め
、「
大
躍
進
」、 

人
民
公
社
政
策
を
修
正
し
、
１
９
６
５
年
に
は
１
９
５
７
年
の
水
準
ま
で
に
生
産
を
回
復
さ
せ
た
。 

１
９
６
２
年
に
は
、「
右
派
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
大
部
分
の
人
び
と
も
、
名
誉
回
復
さ
れ
た
。 

１
９
６
６
年
５
月
、
突
如
、
文
化
大
革
命
が
起
こ
っ
た
。 

 

毛
沢
東
の
指
導
で
、
党
・
政
府
・
軍
の
指
導
者
た
ち
が
反
革
命
修
正
主
義
分
子
と
し
て
批
判
さ
れ
、 

学
校
や
職
場
で
も
多
く
の
人
び
と
が
反
社
会
主
義
分
子
と
し
て
糾
弾
さ
れ
、
地
位
を
追
わ
れ
た
。 

紅こ
う

衛
兵

え
い
へ
い

が
登
場
し
、
天
安
門
広
場
を
１
０
０
万
の
群
衆
が
う
め
つ
く
し
、
街
に
は
壁
新
聞
が
氾
濫
し
た
。 

国
家
主
席
の
劉
少
奇
、
党
総
書
記
の
鄧
小
平
ら
幹
部
が
失
脚
し
た
。 

 

文
革
の
背
景
に
は
、
党
内
の
政
治
派
（
階
級
闘
争
重
視
派
）
と
経
済
派
（
走
資
派
）
と
の
対
立
。 

国
際
共
産
主
義
運
動
の
路
線
を
め
ぐ
る
ソ
連
共
産
党
と
の
対
立
。
ソ
連
よ
り
の
劉
少
奇
派
と
、 

ソ
連
を
修
正
主
義
と
す
る
毛
沢
東
派
と
の
対
立
。
毛
沢
東
と
そ
の
周
辺
に
よ
る
権
力
奪
回
の
策
謀
な
ど
。 

 

１
９
７
２
年
９
月
、
党
副
主
席
の
林
彪
が
ク
ー
デ
タ
を
企
て
、 

失
敗
し
ソ
連
へ
逃
げ
る
途
中
墜
落
死
し
た
。 

 

１
９
７
５
年
か
ら
７
６
年
に
か
け
、
首
相
周
恩
来
を
標
的
に
し
た
、 

文
革
急
進
派
の
四
人
組
に
よ
る
「
批
林
批
孔

ひ

り

ん

ひ

こ

う

」
運
動
が
起
こ
っ
た
。 
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ポスター マルクス・エンゲルス 

・レーニン・スターリン・毛沢東 

 

劉海粟 

 

傅抱石 

 

林風眠 

 

高剣父 

 

蔡元培 

 

文
革
に
よ
っ
て
中
国
の
国
力
は
低
下
、
社
会
は
荒
廃
し
、
中
ソ
関
係
は
悪
化
し
た
。
１
９
６
９
年
、
ウ
ス
リ
ー
江
珍
宝

ち
ん
ほ
う

島と
う

で
ソ
連

と
武
力
衝
突
が
起
こ
っ
た
。
中
国
は
ソ
連
を
「
社
会
帝
国
主
義
国
家
」
と
呼
ぶ
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
が
中
国
に
接

近
、
中
国
は
西
側
諸
国
と
の
関
係
を
深
め
る
。
１
９
７
２
年
２
月
、
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
を
北
京
に
招
請
、
９
月
に
は
日
本
と
の
国

交
を
正
常
化
し
た
。
１
９
７
５
年
４
月
、
蒋
介
石
が
死
去
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
っ
た
。
１
９
７
６
年
１
月
、
周
恩
来
首
相
が
死
去
。

７
月
に
朱
徳
が
死
去
。
９
月
に
毛
沢
東
が
死
去
し
た
。
周
恩
来
の
死
で
、
江
青
を
中
心
と
す
る
四
人
組
は
勢
い
づ
い
て
、
鄧
小
平
を

失
脚
に
追
い
こ
ん
だ
が
、
毛
沢
東
の
死
で
追
い
つ
め
ら
れ
、
ク
ー
デ
タ
で
権
力
を
奪
取
し
よ
う
と
し
た
が
、 

首
相
の
華
国
鋒
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
。
毛
沢
東
の
死
と
「
四
人
組
」
の
逮
捕
に
よ
っ
て
、「
文
化
大
革
命
」
と
「
毛
沢
東
時
代
」
は

終
っ
た
。
文
革
に
よ
る
死
者
は
、
４
０
万
人
か
ら
８
０
０
０
万
人
以
上
と
諸
説
あ
る
。 

１
９
７
７
年
７
月
、
鄧
小
平
が
復
権
、
党
中
央
委
員
会
は
、
個
人
崇
拝
を
禁
止
し
、
文
化
大
革
命
は
徹
底
的
に
否
定
さ
れ
た
。 

文
化
大
革
命
の
終
結
に
よ
っ
て
、
中
国
は
経
済
の
問
題
に
重
点
を
お
く
よ
う
に
な
り
、
経
済
開
放
政
策
へ
。 

鄧
小
平
が
主
導
権
を
握
り
、「
４
つ
の
現
代
化
」
を
目
標
に
再
出
発
し
た
。 

１
９
７
９
年
１
月
、
ア
メ
リ
カ
と
の
国
交
樹
立
。
２
月
、
ベ
ト
ナ
ム
と
戦
争
勃
発
（
中
越
戦
争
）。 

３
月
、
壁
新
聞
、
デ
モ
規
制
通
告
、
「
北
京
の
春
」
終
る
。
１
９
８
０
年
２
月
、
劉
少
奇
名
誉
回
復
。 

１
９
８
２
年
９
月
、
党
の
大
会
で
、
党
主
席
制
度
が
廃
止
さ
れ
、 

総
書
記
に
胡
耀
邦

こ
よ
う
ほ
う

、
首
相
に
趙
紫
陽

ち
ょ
う
し
よ
う

を
す
え
、
鄧
小
平
体
制
が
確
立
さ
れ
、 

中
国
は
「
社
会
主
義
市
場
経
済
」
の
確
立
へ
向
け
て
舵
を
き
っ
た
。（
改
革
開
放
路
線
） 

西
泠
印
社
は
１
９
５
７
年
こ
ろ
か
ら
活
動
を
再
開
し
た
が
、
１
９
６
６
年
、
文
化
大
革
命
が
始
ま
る
と
、
印
社
は
標
的
と
な
り
、
破

壊
さ
れ
、
再
び
活
動
を
休
止
し
た
。
１
９
７
６
年
文
化
大
革
命
が
終
る
と
、
ま
た
、
書
道
関
係
の
出
版
社
と
し
て
再
興
さ
れ
た
。 

 

芸
術
の
改
革 

陳
独
秀

ち
ん
ど
く
し
ゅ
う

は
「
も
し
中
国
画
を
改
良
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
ま
ず
四し

王お
う

の
画
に
対
し
て
革
命
を
興
し
、
こ
れ
を
倒

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
中
国
画
を
改
良
す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
洋
画
の
写
実
の
精
神
を
採
ら
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
だ
」
と
い
っ
た
。
民
国
初
め
の
革
新
的
文
化
人
た
ち
は
、
西
洋
の
写
実
の
精
神
と
科
学

的
方
法
を
借
り
、
現
実
と
自
然
に
回
帰
す
る
こ
と
が
、
伝
統
絵
画
を
改
革
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
た
。
多
く
の
若

い
芸
術
家
た
ち
が
日
本
や
欧
米
に
留
学
し
、
油
絵
、
水
彩
、
デ
ッ
サ
ン
、
版
画
、
彫
塑
な
ど
を
取
り
入
れ
て
、
中
国

画
の
硬
直
し
た
伝
統
を
打
破
し
よ
う
と
し
た
。
西
欧
の
様
ざ
ま
な
美
術
流
派
や
芸
術
理
論
が
潮
の
ご
と
く
入
っ
て
き

た
。
野
獣
派

フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ズ
ム

な
ど
は
、
個
性
の
解
放
と
創
造
精
神
の
象
徴
と
見
な
さ
れ
人
気
が
あ
っ
た
。 

伝
統
の
革
新
を
求
め
る
人
び
と
の
目
標
は
「
中
国
と
西
洋
を
合
わ
せ
、
画
学
の
新
紀
元
と
な
す
」
こ
と
で
あ
っ
た
。 

中
国
は
、
美
術
教
育
、
博
物
館
、
美
術
館
、
美
術
展
、
出
版
事
業
、
芸
術
市
場
な
ど
西
洋
文
化
が
築
い
て
き
た

も
の
を
移
植
し
た
。
そ
の
多
く
が
、
清
末
民
初
に
、
日
本
経
由
で
中
国
に
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

１
９
１
１
年
、

劉
り
ゅ
う

海か
い

粟ぞ
く

は
上
海
図
画
美
術
院
を
創
立
し
、「
残
酷
無
情
の
干
か
ら
び
堕
落
し
た
社
会
の
な
か
で
、 

芸
術
を
宣
伝
す
る
責
任
を
尽
く
し
、
本
来
の
創
造
精
神
を
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
呼
び
か
け
た
。
高
剣

こ
う
け
ん

父ぷ

は
１
９
１
２
年
、

上
海
で
『
真
相
画
報
』
を
創
刊
し
、
そ
の
創
刊
号
で
「
美
術
・
文
学
の
精
神
を
も
っ
て
、
中
華
民
国
の
導
き
と
な
す
」
と
書
い
た
。

同
じ
頃
、
蔡
元
培

さ
い
げ
ん
ば
い

が
民
国
政
府
教
育
総
長
の
名
で
「
美
感
教
育
（
美
育
）」
を
提
起
し
、
１
９
１
７
年
に
は
「
美
育
を
も
っ
て
宗
教
に

代
え
る
説
」
を
発
表
し
、
美
術
教
育
を
新
国
民
の
人
格
形
成
の
手
段
と
し
た
。
杭
州
国
立
芸
術
専
門
学
校
校
長
の
林
風
眠

り
ん
ふ
う
み
ん

は
「
わ
れ

わ
れ
の
時
代
、
芸
術
家
は
時
代
の
使
命
を
負
い
、
芸
術
を
社
会
改
造
の
一
つ
の
推
進
力
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

傅
抱

ふ

ほ

う

石せ
き

は
「
美
術
家
は
時
代
の
先
駆
者
で
あ
り
、
民
族
文
化
の
運
動
の
能
吏
で
あ
る
」
と
言
い
、
陳
独
秀
は
元
・
明
・
清
の
文
人
画

を
「
も
っ
ぱ
ら
意
を
写
す
こ
と
を
重
ん
じ
、
物
に
肖に

せ
る
こ
と
を

尚
た
っ
と

ば
ず
」
そ
れ
ゆ
え
打
倒
す
べ
き
で
あ
る
と
攻
撃
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
近
代
中
国
の
芸
術
家
は
、
積
極
的
に
社
会
に
参
加
し
て
、
絵
画
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
た
り
、
学
校
を
つ
く
っ
た
り
、

雑
誌
を
出
版
し
た
り
し
て
、
民
衆
の
な
か
に
芸
術
を
普
及
、
啓
蒙
し
、
伝
統
的
な
文
人
芸
術
家
と
は
異
な
っ
た
、
新
し
い
近
代
芸
術

家
像
を
作
っ
て
い
っ
た
。 


